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　レイチェル・カーソンを凌ぐ短編の連続で一気に読んでしまった。環境を考えるとき、女性の視点は不可欠である。母性の
本能と言うべきか。来年に迫った「森は海の恋人運動」三十周年を前に告白すると、成果の七割は女性軍の力による。
　リアス式海岸という名の発祥地スペインのガリシア地方を旅したら、エル　ボスケ　エス　ラ　ママ　デル　マール（森
は海のおふくろ）と語っているのを聞き、然もあらんと思った。（畠山重篤）
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